
多摩川緊急治水対策プロジェクト河川流域における対策（河川改修）について

【整備の考え方】
○令和元年東日本台風では、各地で戦後最大を超える洪水により甚大な被害が発生したことを踏まえ、浸水被害の軽減に向けた対策を加速化
させるため、多摩川中下流部における河道掘削や堰改築、溢水箇所等の堤防整備を実施します。

○これらの河川改修により、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対して、多摩川からの氾濫による浸水被害を防止します。

■河道掘削・樹木伐採

■二子玉川堤防整備

■大丸用水堰改築

※数量およびスケジュールは現時点での予定であり、
今後の調査・検討・関係機関調整の進捗等により変更が生じる場合があります。

②付近の整備イメージ ①付近の整備イメージ

高水護岸

低水護岸
逆Ｔ擁壁

土堤部 120ｍ 土堤部 165ｍ
特殊堤 255ｍ

堤防
堤防

〔4月末完了〕

〔6月末完了予定〕
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多摩川緊急治水対策プロジェクト
～首都東京への溢水防止及び沿川・流域治水対策の推進～

■ソフト施策
・自治体との光ケーブル接続
・簡易型河川監視カメラの設置
・多機関連携型タイムラインの策定、運用
・講習会等によるマイ・タイムラインの普及促進
・要配慮者利用施設の避難確保計画作成の促進
・自治体職員対象の排水ポンプ車運転講習会の実施 等

■流域における対策
（下水道事業等の整備促進）
・流出抑制施設の整備等
・既存施設（五反田川放水路）の活用

による雨水貯留
・下水道樋管等のゲート自動化・遠隔操作化等
・移動式排水設備（排水ポンプ車等）の整備
・土のう等の備蓄資材の配備等

位置図

○令和元年東日本台風により、甚大な被害が発生した、多摩川において、国、都、県、市区が連携し、
「多摩川緊急治水対策プロジェクト」を進めています。

○国、都、県、市区が連携し、以下の取り組みを実施していくことで、「社会経済被害の最小化」を目指します。
①被害の軽減に向けた治水対策の推進【河川における対策】 ②地域が連携した浸水被害軽減対策の推進【流域における対策】
③減災に向けた更なる取組の推進 【ソフト施策】

○令和６年度は河道掘削と堤防整備及び堰改築を継続するとともに、多機関連携型タイムラインの運用を実施しています。

多摩川

■河川における対策
全体事業費 約２５５億円※

災 害 復 旧 約 ２８億円
改 良 復 旧 約２２７億円
事 業 期 間 令和元年度～令和７年度
目 標 令和元年東日本台風洪水における本川からの

越水防止
対 策 内 容 河道掘削、樹木伐採、堰改築、堤防整備 等
※四捨五入の関係で合計値が合わない場合がある。

【令和６年度版】

※土砂運搬等の進捗により、必要に応じて他事業と連携して事業を実施

※計数及び対策については、今後の調査、検討等の結果、変更となる場合がある
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既存施設の活用

堤防整備 （世田谷区玉川地区）

河道掘削、樹木伐採

東京都世田谷区玉川地区の溢水による浸水
被害状況（世田谷区提供）

凡例

溢水箇所（国）

浸水範囲

大臣管理区間
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多摩川緊急治水対策プロジェクト＜堤防整備（世田谷区玉川地区）＞

 世田谷区玉川地区では、無堤防区間から溢水を防止する対策として約540m区間の堤防整備を行いました。
 これにより、令和元年東日本台風と同等規模の洪水が起こった場合でも洪水を安全に流下させ、多摩川からの氾濫に

よる浸水被害を防止します。

【令和7年4月完成】

土堤部 120m

特殊部 255m

土堤部 70m

土堤部 95m令和７年４月撮影

土堤区間 整備状況

令和７年４月撮影

特殊堤区間 整備状況

工事着手前
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Ｒ６年度予算河道掘削施工箇所

Ｒ１～Ｒ５年度河道掘削実施箇所

残掘削箇所

神奈川県

中流部（22.4k付近～33.4k付近）
河道掘削範囲

掘削完了 ：約 30万m3
R6年度予算施工 ：約 14万m3
残掘削量 ：約 35万m3

東京都

東
京
湾

多摩川→

府中市
調布市

狛江市

世田谷区

稲城市

多摩市

川崎市
多摩区 川崎市

高津区

川崎市
中原区

川崎市
幸区

川崎市
川崎区

大田区

多摩川緊急治水対策プロジェクト＜河道掘削＞

下流部（3.8k付近～8.4k付近）
河道掘削範囲

掘削完了 ：約26万m3
R6年度予算施工 ：約11万m3
残掘削量 ：約23万m3

※R7年2月末時点の情報となります。現地の状況により今後変更となる場合がございます。

【令和7年4月時点】

0% 20% 40% 60% 80% 100%

河道掘削

（約139万m3）
40% 18% 42%

R1~R5年度迄完了 R6年度予算掘削箇所 残掘削量
■R1～R5年度迄完了 ■R6年度予算掘削箇所 ■残掘削量

（R5補正、R6当初予算）

令和７年２月撮影

中流部河道掘削（しゅんせつ）

令和６年1２月撮影

中流部河道掘削

令和７年２月撮影

下流部河道掘削

※Ｒ７年度の掘削を含めた最新の進捗状況については、現在確認中
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東京都

神奈川県

※R7年7月1日時点の情報となります。現地の状況により今後変更となる場合がございます。

調布市
世田谷区

川崎市
多摩区
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大田区

川崎市
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川崎市
中原区

川崎市
川崎区

多摩川緊急治水対策プロジェクト Ｒ７年度河道掘削実施箇所位置図

位置図

：国河川管理区間

狛江市

川崎市
幸区

河道掘削範囲

河道掘削範囲

Ｒ６多摩川南町河道掘削工事
（東京都府中市南町地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 18千m3

Ｒ６多摩川是政河道掘削工事
（東京都府中市是政地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 23千m3

Ｒ６多摩川押立町河道掘削工事
（東京都府中市押立町地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 17千m3

Ｒ６多摩川押立町河道掘削他工事
（東京都府中市押立町地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V= 8千m3

Ｒ６多摩川菅野戸呂河道掘削他工事
（神奈川県川崎市多摩区菅野戸呂地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 17千m3

Ｒ７多摩川菅稲田堤河道浚渫（その３）工事

（神奈川県川崎市多摩区菅野戸呂地先）

＜工事概要＞ 河道浚渫 V = 7千m3

Ｒ７多摩川菅稲田堤河道浚渫（その２）工事
（神奈川県川崎市多摩区菅野戸呂地先）
＜工事概要＞ 河道浚渫 V = 8千m3

Ｒ６多摩川六郷河道浚渫工事
（東京都大田区西六郷地先）
＜工事概要＞ 河道浚渫 V = 26千m3

Ｒ６多摩川南六郷河道掘削工事
（東京都大田区南六郷地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 28千m3

Ｒ７多摩川南六郷河道掘削工事
（東京都大田区南六郷地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 12千m3

Ｒ７多摩川菅稲田堤河道浚渫（その１）工事
（神奈川県川崎市多摩区菅稲田堤地先）
＜工事概要＞ 河道浚渫 V = 6千m3

神奈川県

東京都

（契約済）

（契約済）

（契約済）

（契約済）

（契約済）

（公告済）

（公告済）

（公告済）

（契約済）

（公告済）

（契約済）

Ｒ６多摩川菅野戸呂河道掘削工事
（神奈川県川崎市多摩区菅野戸呂地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 19千m3

（契約済）

Ｒ６多摩川大丸水路設置他工事
（東京都府中市是政地先、神奈川県川崎市多摩区布田地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 17千m3 （公告済）

Ｒ６多摩川是政六丁目河道掘削工事
（東京都府中市是政地先）
＜工事概要＞ 河道掘削 V = 19千m3

（契約済）
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東京都
稲城市

東京都
府中市

JR南武線多摩川橋梁

多摩川

東京都多摩川流域下水道
南多摩水再生センター

多摩川衛生組合
クリーンセンター多摩川

多摩川緊急治水対策プロジェクト ＜大丸用水堰改築＞

 大丸用水堰の改築は、現在の堰を撤去して床止め、帯工を設置し、堰上流に堆積した土砂の掘削を行います。
 これにより、令和元年東日本台風と同規模の洪水に対して、堰付近で約1.5メートルの水位低下を見込んでいます。
 また、取水施設や堤外水路を整備し、既設樋管と接続することで、取水を確保します。

既存堰撤去
⇒ 床止工

高水敷整正（済）

高水敷整正（済）

樋管接続工（済）

取水施設（済）

高水敷整正（施工中）

【令和7年6月時点】

＜右岸側＞（済）＜左岸側＞（施工中）

令和７年４月撮影

床止ブロック据付状況

令和７年４月撮影

床止工等整備状況

施工中

施工済
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河道掘削における環境保全・創出方針

 環境上好ましい掘削形状等を検討し、現況の干潟環境を極力保全するとともに、多様性な干潟環境を創出する。

 水際は、干満で水位が変化する区間（潮間帯）を広くすることで、干潟や塩性湿地植物の生育環境を確保する。

 掘削形状の工夫として、高水敷から澪筋にかけて緩傾斜に掘削し、広いエコトーンを形成する。

 河口域の環境上重要な、ヒヌマイトトンボやキイロホソゴミムシ等の汽水性重要種の生息環境の保全を図る。

 高水敷の一部を平均干潮位より深く掘削することで、再生した干潟環境の保全、高水敷からの植物侵入を抑制する。

掘削のイメージ 干潟・塩性湿地群落等の再生イメージ（セグメント３） 現況河道
流下能力断面
自然再生断面
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生態系保持空間

• ウラギク・シオクグ等の塩性湿
地植物の生育環境の再生

ｳﾗｷﾞｸ

• 干潟環境の確保
• エコトーンの形成

 多摩川下流部は、干潟やヨシ原が分布し、それらの環境に依存する生物の生育・生息環境となっています。

 多摩川緊急治水対策プロジェクトにおける多摩川下流部の河道掘削にあたっては、学識経験者、市民団体、
行政のご意見をお聴きしながら、治水と環境の調和した川づくりを進めています。

多摩川緊急治水対策プロジェクトおける環境保全・創出の取組

※第1回多摩川機能空間区分検討会多摩川下流部河川環境ワーキンググループ（R03.3.5）の資料-4を再掲（一部改）

• 干潟環境の保全（植
物の侵入の抑制）

• ヒヌマイトトンボ、キイロホソゴミ
ムシ等の汽水性甲虫類の生息
環境の保全

現地視察の様子

意見交換の様子
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